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公益財団法人 日本卓球協会 2020年度 第２回理事会 報告 
 

【日時】 
 2020年 9月 26日(土)  13:00 ～ 16:38 
 
【場所】 
 東京･Japan Sport Olympic Square 8F・(公財)日本卓球協会事務局（Web 会議） 
 
◎決議事項 
 第１号議案 専務理事提案 （星野専務理事） 

①専務理事代行者について    承認 
専務理事に事故ある場合の代行者は常務理事間で調整する。 
 

②定款の変更について    承認 
定款第 30条第 2項に議事次第中の議長交替について加筆し、評議員会に付議する。 
 

③評議員会の開催について    承認 
定款第 16条の定めにより評議員会の開催と、「一般社団法人及び一般財団法人に関
する法律」第 194 条により書面による評議員会を開催する。 
 

④2021年度からの 3大会使用球について    承認 
次の全日本卓球選手権大会を統一球で開催し、随意契約受託内容を定める。 
・全日本卓球選手権大会(一般・ｼﾞｭﾆｱの部) 
・全日本卓球選手権大会(ｶﾃﾞｯﾄの部) 
・全日本卓球選手権大会(ﾎｰﾌﾟｽ･ｶﾌﾞ･ﾊﾞﾝﾋﾞの部) 
1．統一球メーカー選出方法（2021 年度〜2023 年度） 
2．随意契約内容と金額 
但し、随意契約受託大会は 1年限りでその後 2 年間は同じ大会は受託できない。 
1年目の受託業者は、2年目以降は 1年目以外の大会に随意契約対象業者となる。 
 

⑤トップ 12・世界選手権大会選考会開催の可否について    承認 
今年度の開催は中止とする。 
 

⑥2021年に向けたデジタルプラットフォーム改革について    承認 
2021 年に向けたデジタルプラットフォーム改革を推進し、プロジェクトチームを立
ち上げる。 
 

⑦90・100周年記念事業について    承認 
90周年実施内容は今後の社会情勢を注視し適宜修正・検討し、100 周年に繋げるもの
と位置づけて推進する。 
 

⑧倫理委員長の交替および倫理委員の再任について    承認 
倫理委員会 委員長 加藤 憲二 氏（常務理事・総務部長） 
倫理委員会 委員  河合 弘之 氏（弁護士） 

山田 浩一 氏（公認会計士） 
神橋 一彦 氏（大学教授 行政法） 
星野 一朗 氏（専務理事） 

［倫理委員会規程 第 3 条、第 4 条］ 
 

⑨会賓・参与の追加について    承認 
小川 敏夫 氏（一般社団法人東京都卓球連盟 会長）を会賓とする。 
尼﨑 勝己 氏（奈良県卓球協会 現会長代行）を参与とする。 
 

 第２号議案 総務部提案 （加藤常務理事） 
①理事の職務権限別表への追記について    承認 
「理事の職務権限規程」別表の理事の職務権限①に、事務執行に関することについて
専務理事を補佐することを追記する。以下、番号繰り下げ。 
施行日は 2020 年 9月 26 日。 
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②ブロック理事連絡会（仮称）の設立について    承認 
12月理事会までに開催し、今後の方向性などを話し合う。 
(1)主 催 専務理事 
(2)目 的 ブロック理事及び加盟団体選出理事間の交流・学習・意見交換 
(3)ﾒﾝﾊﾞｰ  専務理事・各ブロック理事・日学連・高体連・日本リーグ等 選出理事 
 

③2020年度ゼッケン精算の救済処置について    承認 
2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響から「精算なし」とする。 
 

④常勤役員の退職慰労金について    承認 
今年 6月で退任された松尾史朗氏(前常務理事)に対し、「評議員、役員の報酬等及び
費用規程」第 6 条に基づき退職慰労金支給を行なう。 
 

⑤2020年度加盟団体代表者会議について    承認 
コロナ禍であることを鑑み、Web 会議形式で 2020 年 11月 21日（土）に開催する。 
 

 第３号議案 事業部提案 （金﨑常務理事） 
①2021年度大会日程・開催地について    承認 
ブロック代表理事もしくは加盟団体代表理事は、未定部について判り次第事務局まで
ご連絡をお願いしたい。 

 
②2021年度大会について    承認 

2021 年度大会は通常開催予定で大会要項の作成はするが、大会 6 ヶ月前頃から関係
者でプロジェクトチームを組み、参加数、種目、試合方法等について検討し、理事会
に諮り承認を得て、大会 150日前頃に「大会要項変更・参加枠及び開催可否」を発表
する。参加枠一覧の発表後に参加枠を減ずることがあることをご理解いただきたい。 
 

③全国レディースフェスティバル・中学選抜・ホープス選抜大会開催検討プロジェクト
会議審議報告及び大会要項変更について    承認 
(1)第 23 回全国レディース卓球フェスティバル大会 

開催を中止とする。 
(2)第 22 回全国中学選抜卓球大会 ･･･ 無観客開催(パス所持者のみ入場可)とする 

        開催する方向で、大会要項変更を行なう。 ※参加チーム数は減らせない 
(3)第 18 回全国ﾎｰﾌﾟｽ選抜卓球大会 ･･･ 無観客開催(パス所持者のみ入場可)とする 

        開催する方向で、大会要項変更を行なう。 ※参加チーム数は減らせない 
  
第４号議案 財務部提案 （安西常務理事） 

①2020年度第二次補正予算について    承認 
二次補正予算は、経常収益合計 967,476 千円、経常費用合計 954,054 千円で 13,422
千円の黒字となり、当期経常増減額一次予算▲146,553千円から、159,975 千円の増
額により赤字の解消となった。 
 

 第５号議案 強化部提案 （宮﨑常務理事） 
①全日本選手権大会強化本部推薦について    承認 
天皇杯・皇后杯 2021 年全日本卓球選手権大会（一般・ジュニアの部） 
【女子シングルス】 長﨑 美柚 選手(JOCエリートアカデミー／大原学園) 
 

②2021年度 JOC エリートアカデミー候補生について    承認 
両名を JOCに推薦する。 
・男子 渡部 民人 選手 (Ｔ.Ｔ彩たま・東京都) 
・女子 小塩 悠菜 選手 (石田卓球クラブ・福岡県) 

 
 第６号議案 国際部提案 （前原副会長・星野専務理事） 

①東アジアホープス大会日本開催について    承認 
2021年に 30回目を迎える本大会を日本で開催する。 
1．大会名     2021 年東アジアホープス大会 
2．開催日(予定) 2021 年 6月下旬～7 月上旬 
3．開催地    未定 
4．参加国(予定) 中国､韓国､中国香港､ﾏｶｵ､ﾁｬｲﾆｰｽﾞﾀｲﾍﾟｲ､ﾓﾝｺﾞﾙ､日本 
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 第７号議案 その他 
①内閣府公認認定等委員会に提出する本協会事業計画の変更について（星野専務理事） 

    承認 
「2020年度事業計画書（変更案・Ⅱ）について」を提出する。 
 

◎継続審議事項（星野専務理事） 
①Ｔリーグ関連報告 
本協会との共催となった 2020JAPANオールスタードリームマッチが開催された。 

②スポーツガバナンスコードについて 
1)統括三団体（JSPO、JOC、JPSA）による 4 年ごとの適合性審査（2020～23 年度想定） 
2)適合状況の自己説明・公表の実施（年 1回） 

③新型コロナウイルス感染症対策について 
感染症対策ガイドラインを掲載・更新をしている。ダブルス種目についてはこれから
検討を行なっていく。 
 

◎報告事項 
 １．専務理事報告 （星野専務理事） 

①他の法人への兼務について 
弁護士、行政書士に法律的な見解を確認し、役員の兼務は、労働者による団体間の
出向や派遣先への勤務とは異なり、他の法人の執行役員を兼務する際に報酬が発生
しないことは、何ら問題がないとの見解であった。 

②スポーツ庁委託事業ふるさと支援事業不採択について 
昨年度採択された本事業に引き続き応募したが不採択であった。 
加盟団体支援として本協会予算で規模を縮小し、ホームページ等の IT化推進や法人
化支援などを実施する準備を進めている。法人化支援は進行中であるが、10団体ほ
どのご相談・法人化が誕生している。 

③事業検討チーム欠員補充について 
土室完氏（石川県卓球連盟理事長）の本協会監事就任による事業検討チーム退任に
伴い、今村邦昭氏（福井県卓球協会理事長）を加える。 

④協賛スポンサーの辞退について 
⑤中長期事業計画ミッション・ビジョン・アクションプラン概要 
資料内容に解説を加えた概要版を作成した。是非ご一読いただきたい。 
アクションプラン 3-3 象徴的な場(｢聖地｣)の創出については、担当が宮﨑常務理事
に決定した。 

⑥全日本選手権大会開催プロジェクト会議報告 
実施案 新規決定事項 
コートレイアウト   1/11（月）～ 1/15（金） 16コート進行 

1/16（土）～ 1/17（日） 1コート進行 
競技スケジュール（タイムテーブル） 

  1/11（月）～ 1/14（木） ジュニア男女 
1/13（水）～ 1/17（日） 一般男女 

大会を中止と判断せざるを得ない場合 
・行政からの中止勧告、ロックダウン 
・丸善インテックアリーナ、港スポーツセンターから使用不可の通達 
・そのほか、本協会が開催しようとしてもどうにもならない場合 

⑦嘆願書について 
全国ホープス選抜卓球大会が準備中であることをお伝えしご納得いただいた。 

 ２．国際部報告 （前原副会長） 
①国際部報告 
(1)2021 年以降の国際大会日程 
(2)2020 年国際会議の日程（12会議すべてオンラインにて開催） 
  会議で開催決定もしくは候補地のある大会 
 アジア卓球選手権大会 2021 年 9月 カタール・ドーハ 開催決定 
 2023年世界卓球選手権大会候補地 南ｱﾌﾘｶ･ﾀﾞｰﾊﾞﾝ､ﾄﾞｲﾂ･ﾃﾞｭｯｾﾙﾄﾞﾙﾌ 決定は 9/28  
(3)2020 年に ITTF が実施する国際大会 (#RESTARTと銘打った大会シリーズ) 
女子ワールドカップ：11 月 8日(日)～10 日(火) 中国 
男子ワールドカップ：11 月 13日(金)〜15日(日) 中国 
ITTFファイナルズ：11 月 19日(木)〜22日(日) 中国 
WTTマカオ：11 月 25 日(水)〜29 日(日) マカオ 

(4)その他 
上記(3)の 4 大会について、本協会は ITTFに対し、藤重会長名で次の 3項目につ
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いて意見書を提出した。 
・国際大会までのプロセスについて    ・ITTFカレンダーについて 
・RESTART 大会の参加について。 

 ３．強化部報告 （宮﨑常務理事） 
①ナショナルチーム合宿期間中における新型コロナウイルス感染症対策 

 ４．ルール・審判部報告 （蓑島常務理事） 
①2020年度公認レフェリー・上級公認審判員研修会について 
新型コロナウィルス感染症の影響から、ルール・審判委員会と確認を行なった。 
・更新は 3 年毎と定められてはいますが、諸事情に配慮して、更新の最終年から 6
年間は資格は担保されています。そのため、全国研修会及びブロック研修会が中
止された影響で、今年度の更新者が今年度に更新を行えなくても資格を失うこと
はありません。 

  ５．事務局より （事務局長） 
①事務局報告 
(1)今後の会議等予定 
(2)その他 ①事務局動向 

 ６．その他 
①集合しての理事会開催について (加藤常務理事) 
②新型コロナウイルスに対する次亜塩素酸水の効果についての確認 (水島常務理事) 
5 月に独立行政法人製品評価技術基盤機構（以下、NITE）から効果の証明が取れな
いとの発表を受けガイドラインから一旦外したが、6月下旬に NITE から最終報告が
あり、一定の条件で有効性が確認されたが、一定濃度以上、次亜塩素酸水でも有効
と認められるものの定義、噴霧によるヒトの吸入が危険であるとの注意事項も報告
された。卓球台やボールに万能なものはないのが現状である。本協会と公認工業会
は、用具に対して万能なものがなく、卓球台のメーカーや年式によっては使用で痛
めることがあるため、一律に推奨できないという結論に至った。ガイドラインでは
練習場でもソーシャルディスタンスを守るとのスタンスになった。 

③東京都全日本選手権卓球大会(一般・ジュニアの部)予選会無事終了の報告 
(水島常務理事) 

 
 以上 


